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ところで｢家読｣を行うための具体的なやり方とはどのような

ものでしょう？ 佐川氏の家読推進プロジェクトや県の社会教

育課の HPなどから主なものをまとめてみました。 

  家族で｢家読の日｣を決める。月一回、週一回、曜日や記

念日、学校の設定日にあわせる等,どのような形でもOK 。

家読の日は、ノーテレビ･ノーゲームデーに！ 

  家族で同じ本を、それぞれのペースで読む。そして読み

語りをしたり内容について語り合ったりする。料理本やハウ

ツー本などは､実際にやってみると楽しさ倍増！ 

  家庭文庫や家読の記録、家読カレンダーなどを作ると､家

族のかけがえのない財産になること間違いなし！ 

  家族の読書体験を語り合う。祖父母や親が昔読んだ本で

｢人生や考え方が変わった体験｣を伝えよう！ 

        ※実は家読に決まったやり方はありません。 

 家族一緒に読書を楽しむ時間を作ること、

それについて語り合う場を作ることが大

事。｢我が家流が一番！」なのです。 

発行：峡南教育事務所地域教育支援担当  所在地：南巨摩郡富士川町鰍沢 771-2 

TEL ：０５５６－２２－８１５４         FAX   ：０５５６－２２－８１４４  

HP でもご覧になれます    URL：http://www.pref.yamanashi.jp/kyoiku-mk/index.html  

 

 峡南地域教育推進連絡協議会と峡南教育事務所

が主催する平成25年度の「峡南地域教育フォーラ

ム」が、８月27日に身延町総合文化会館において

開催され、地推教関係者や地域の教職員、保護者、

町関係者など127人が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年のテーマは、「家読(うちどく)」。近年、読書

をめぐっては、小中学生の読書離れに一定の歯止め

がかかっているという調査結果※1や、学校での「朝

読(あさどく)」が様々な効果を上げているという報

道がなされています。そして、山梨県教育委員会が

昨年度から進めている「しなやかな心の育成プロジ

ェクト」においても、読書の効用をふまえた運動が

提唱されており、これが「家読」です。 

 今回のフォーラムでは、『｢家読｣で家族の絆を深

めよう!!』のテーマのもと、家読運動を最初に提唱

し、現在「家読推進プロジェクト※2」代表をして

いる佐川二亮氏による「家族の絆を深める“家読(う

ちどく)”で読みニケーション」と題する講演と、

埼玉県三郷市教育委員会による「読書で育む家族の

絆」という実践発表が行われました。 

 かつて｢朝読｣の効用にいち早く注目し推進運動

の事務局長も務めた佐川氏は、講演の中でまず、数

多い事件報道などから子どもたちを取り巻く生活

環境の激変について学校のみならず家庭や地域で

も対策を講じる必要があることを述べ、学校の朝読

が他者の気持ちの理解を深めることに大きく役立

ったことや朝読の内容を話し合う家庭の子どもの

生活態度が良くなったという調査結果を紹介し、家

庭においても読書活動が大きな成果をあげうるこ

とを説明しました。その上で、「朝の読書は､自分自

身と対話する個人読書であるが、家読は家族での対

話を目的としたコミュニケーション読書である」と 

  

して、家族の心のふれあいを深める新たな読書活動と

しての｢家読｣の意義を強調しました。そして、各地へ

の運動展開の経過とそれぞれの地域における多様な

取組の工夫を紹介し、事例を交えて家庭･学校･行政･

図書館などの役割について述べました。 

 続く埼玉県三郷市における実践発表では、今年3月

に「日本一の読書のまち」を宣言し、読書活動を｢市

の教育の宝｣として位置づけている同市の取組の様子

が具体的な事例によって紹介されました。2006(平成

18)年の国立教育政策研究所の事業指定を受けたこと

を契機にスタートした読書活動の取組が、家読運動と

出会ったことで大きく充実し、｢読書フェスティバル｣

実施をはじめ、「家読ゆうびんコンクール」開催、「家

読の日」設定、読書資料「言葉の力」刊行、さらには

学校の読書環境の整備や子ども司書養成制度の展開

など多岐にわたって進められることになりました。現

在、市政においても読書活動の推進が重要な施策のひ

とつになっており、家読がその中の重要な役割を果た

していることが強調されました。 

 講演の最後には山梨県教育庁で家読の推進を担当

する社会教育課から、県における取組の説明も行われ

ました。 

峡峡峡南南南地地地域域域教教教育育育フフフォォォーーーラララムムム開開開催催催   平成25年度 
家 読 
うちどく 

しませんか！ 

家族で 峡南地域教育推進連絡協議会・峡南教育事務所 主催 

※1  全国学校図書館協議会｢第 58 回読書調査｣の結果より 

※2  HP アドレスは、uchidoku.com(うちどく.com) 

 

佐川二亮氏 
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仲町 

仲町 

「地域の子は地域で守り育てる」､この合い言葉のもと,富士

川町では夏休み直前に青尐年健全育成の｢区民会議｣が開

催されました。７月１日から23日にかけて全部で18の地域で

行われたこの会議は,富士川町の地域教育の柱の一つとし

て続けられているものです。主催は各区の地域の方々。青

尐年育成富士川町民会議及び各学区の小中学校,そして

町の教育委員会が支援する中で,地域住民相互の顔が見え

る子どもの育成を目ざして開催されています。教職員による

学校の様子や育成会の活動状況が報告されるほか,社会教        

イズなどを試す班と,屋 

外の体験コースで実際 

の横断歩道や信号につ 

いて指導を受ける班と 

の２つに分かれて,事 

故に遭わないためのた 

くさんのことを学びま 

した。外はあいにくの 

小雤まじりの天候でしたが,蒸し暑さなんか何のその,

子どもたちは元気よく正しい道路の歩き方に取り組ん

でいました。最後には,一人ひとりの写真入りの修了証

をもらい,これから毎日交通安全に気をつけますと,固

い約束をしてくれました。 

 

南部町 ４保育所 

富士川町内 18 地域 

7月10日の大久保地区では,県警の尐年対策官を招い

てケータイ・スマホやネットと子どもの関わり方について講

演があり，また,7月14日の大椚地区では,県の社会教育課

から講師を招いて子どもたちの安全確保や健全育成にお

ける地域の重要性について考えるとともに,その後のグル

ープディスカッションで,子どもの保護者と,子育てを終えた

年長の住民が一緒になって活発な意見交換を行いまし

た。いずれの地域にも共通しているのは,ともすると弱まり

がちな地域の結びつきの 

大切さを再認識し,子ども 

たちを大切にしていこうと 

いう,各地域の区民一人ひ 

とりの強い願いです。子ど 

もたちは多くの人々にあた 

たかく見守られて,のびの 

び育てられています。 

 

南部町の４保育所(栄･睦合･富河･万沢,いずれも新井

稔所長)では夏休みを目前にした７月５日,南アルプス

市の総合交通センターで,交通安全教室を実施しまし

た。所長先生がハンドルを握るバスに乗り,日頃お世話

になっている町の交通指導員の稲葉さんとともに南ア 

 

育や地域連携に関するDVDを

視聴して意見交換したり ,各方

面から講師を招いて講演会をし

たり,あるいは子どもについて地

域で気が付いたことを情報交換

するなど,それぞれの区で工夫

を凝らして行われています。 

 
市川三郷町 市川小学校・PTA 

平成５年に身延線ガー 

ド下にある市川小学校の 

通学路(通称スロープ)に, 

ＰＴＡが中心になって壁 

画が制作されました。し 

かし,年月とともに壁画の 

老朽化が進み,色もあせて 

きたので,平成23年度に 

市川地区中央部まちづく

り懇談会が中心となって,｢スロープの壁画｣についての

検討会を立ち上げました。会には,当時と現在のＰＴＡ

役員,学校長,スロープ周辺地区の組長,町職員,まちづく

り懇談会会員らが集まり,何回か会議をもち,話し合い

を進めてきました。その中で,現在の壁画を修復するの

は,困難であるという結論になり,完成からちょうど20

年経った本年度,市川小学校の児童・保護者・教職員が

中心になり,町にも協力をお願いする中で,新たに壁画

づくりに取り組むことになりました。 

原画作成,下地準備や下書きなどの工程を経て,７月

28 

28日には,１･５･６年の児童と保護者,教職員,町職員,ま

ちづくり懇談会会員ら約200人が集まり,色塗り作業を

行いました。題材は,｢くじら雲｣,｢スイミー｣など各学年

の教科書に載っている物語の一場面などから選んだそ

うです。８月３日には,２･３･４年の児童・保護者,教職

員が同様の作業を行いました。 

また,市川中学校の生徒有志８人や市川高校美術部員

10人も地域貢献というかたちで,地域の風景や特産物

等を題材に壁画制作に参加し,長さ70ｍのスロープに

８つの作品がで 

きあがりました。 

景観はとてもよ 

くなり,明るくな 

ったスロープは, 

元気に登下校す 

る子どもたちを 

これからも見守 

り続けます。 

 

ルプスまでやってきた33人の

子どもたちは ,到着後さっそ

く学習ルームに入り ,迎えて

くれたセンターの先生方の説

明を受けました。全員で交通

安全ビデオを見て ,いくつか

の約束を確認した後 ,学習ル

ームのシミュレーションやク 

たいへん厳しい暑さが続いた今年の夏休み。でも、いつものように暑さに負

けずたくさんの行事にたくさんの子どもたちが元気に参加する様子が見られま

した。峡南地域の夏休みの様子をほんの尐しだけ紹介します。 
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～三年越しの町おこし～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                峡南高校(矢野博文校長)の情報

ビジネス科２年生24人が,夏休みの

７月26日に,身延町なかとみ和紙の

里で,学校独自の提案企画による

紙漉ランプシェードの作成を行いま

した。これは,峡南高校の生徒発案

による３年越しの地域おこしの企画

が実ったもので,地元の西嶋和紙工

業協同組合とキャラクター版権を持 

つ企業を交えた３者の長期にわたった取り組みの成果です。 

 この春に卒業した峡南高校情報ビジネス科の生徒は,商業

の授業を通して地域の産業の活性化に着目。とりわけ伝統と

貴重な文化を受け継ぐ名産品である,「西嶋和紙」の商品開

発について検討を重ねました。高校生らしいユニークなアイ

デアで,例えば「習字用紙にキャラクターデザインの透かしを

入れれば小学校などで楽しい習字ができるのでは」とか「紙

製のコースターに透かし入りのものをつくってみる」といった

提案がなされました。しかし実際には,キャラクターの肖像ライ

センスや細かなデザインなど多くのハードルが出てきました。 

身延町では,「教育のまちづくり」を進めていく一環として,

教育委員会を中心に町内の子どもたちの「学ぶ心」の育成

を目ざす「学びの向学館」に関する事業を平成24年度から

はじめています。子どもたちが,主体的に考え行動し思いや

りあふれる人間としてたくましく育ってほしい,という願いのも

と,学ぶ環境の整備に力を入れて様々な事業展開がなされ

ています。この中で今年度夏休みを利用して実施されたの

が,「イングリッシュキャンプ」です。町内の希望者に呼びか

けて,なかとみ自然の里を会場に小学生が7月22日から,中

学生が8月19日から,いずれも１泊２日の日程で集りました。２

日間原則として「英語のみで生活する」というもので,英語の

指導に当たったのは町内の学校に勤務するALTの先生方

です。英語だけで,というと思わず尻込みする日本人は尐な

くないと思いますが,英語学習の動機づけや異文化交流とい

う観点で,体育館での自己紹介や身体を使ったゲーム,チー

ム旗づくりや夕食のカレー作り,キャンプファイヤーなど工夫  

さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

には近隣の地域清掃など,あたたかくも厳しいまなざしのも

とで毎日を過ごすことになります。もちろん自主的に学校

の勉強もしなければなりません。また,縦割り年齢で班を作

って行動したり,園児のお手本になるような振る舞いを心が

けたり,責任ある態度が必要なのです。この点で,寺子屋に

来てはじめは園児の表情に戻ることもある子どもたちも,い

つしかがまん強くなりたくましくなっている姿が目立つように

なり,先生方は大きく成長している様子にとてもうれしくなる

そうです。子どもたちを支え,その子どもたちから教わること

も多い大野山保育園の「夏休み寺子屋教室」。子どもたち

にとっても先生方にとっても,来年の夏休みが今から楽しみ

になっています。 

 

身延町 大野山保育園 

身延町教育委員会 

｢おはようございます！」｢おかえり,待ってたよ！」－懐かし

い顔ぶれが登園してきました。厳しい暑さの中,7月29日か

ら今年も大野山保育園(沢村和子園長)の恒例の寺子屋教

室のはじまりです。この日から２週間にわたって清掃活動・

自主学習・園児とのふれあい・様々な体験プログラムなど,

貴重な経験ができる楽しみな日々が繰り広げられました。 

 平成21年から行われているこの行事は,県の幼児教育振

興事業「保幼小連携教育」にともなった事業が現在でも継

続されているもので,今年で５回目を数えます。参加者の多

くが大野山の卒園児ということもあり,懐かしい保育園の先 

生方に「おかえり」と迎えられ,思い出に浸る場面もしばしば 

 

 

された楽しいプログラムが展開され,それぞれの子どもたち

は英語を身近なものとして感じるきっかけを得られたようで

した。特に二日目最後に行われた,キャンプの思い出を英

語のスピーチとして発表する場面では,元気に堂々とした

姿が見られたそうで,子どもたちの柔軟な力には目を見張

るものがあったとのことです｡小学校で英語学習が取り入れ 

 

 

峡南高校情報ビジネス科 

 生徒の熱意を携えた教職員と工房担当者,製紙業者の皆

さんがキャラクターの版権業者と度重なる交渉を続けた結果,

地域活性化を目指す体験工房の企画としてようやく認められ

ることになったのだそうです。紙漉体験の楽しさを味わいなが

ら,先輩から託された企画の実現を目指してきた生徒たちは,

実際のビジネスの難しさ,地域の伝統産業が持つ大きな価値

やかけがえのなさ,自分たちの社会的役割を実感することの

尊さなど多くのことを学ぶことができました。なかとみ和紙の

里では,翌７月27日からこのキャラクターを使用した紙漉体験

を一般の方を対象に開始しました。ランプシェードの他,凧や

うちわ,タペストリーの製作も検討中だそうです。 

 峡南高校ではこのほか,県男女共同参画推進センター(ぴ

ゅあ峡南)との共催で,親子木工教室(７月28日)を例年行って

いますが,今年度はこれに加えて「親子ものづくり教室・オリジ

ナルコースターを作ろう!」(８月４日)を開催しました。これは錫

(スズ)を利用した金属加工によるコースターを作るもので,日

頃生徒が学んでいる金属加工技術や知的財産開発事業に

ついての理解を深めるとともに,実際にものづくりの成果を地

域に還元することをめざしたものです。どちらも夏休みを利用

した大勢の親子連れが参加し,大盛況となりました。 

 

 

です。折り紙教室 ,紙粘土工

作,お楽しみゲーム大会,調理

実習と,念入りに準備されたプ

ログラムは,心からわくわくする

ようなものばかりで,過去の感

想文に,「楽しかった」という言

葉が１ページに15回も出てく

るものもあったほどです。 

ただ,この行事のねらいは,子

どもたちの自主性を尊重して生

活体験から多くのことを学んで

もらうとともに,園児との異年齢

交流を深めること。きちんとした

挨拶をはじめ,保育室やトイレの

掃除,食事の準備や片づけ,さら 

られるとともに,国際化

が一層進む中で,コミ

ュニケーションツール

としての英語の重要

性は強まっていくと考

えられます。こうした

中で地域の事業とし

て試みられているこの

事業は注目される取

り組みといえます。 
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増穂商業高校 

(TEL 0556-22-3185) 

学園祭｢緑誠祭｣(9日｢増商デパート｣開催)  11/8(金)～9(土) 

いきいきショップ増商(甲州富士川まつり出店)     11/10(日) 

市川高校 

(TEL 055-272-1161) 

授業公開                          10/25(金) 

中学校教員対象入試説明会               11/ 1(金) 

峡南高校 

(TEL 0556-37-0686) 

授業公開         9/5・10・12、10/15(火)・21(月)・22(火) 

学園祭｢峡香祭｣                       10/30(水)～11/ 1(金) 

生徒会年末行事(正月飾り・餅つき)               12/20(金) 

身延高校 

(TEL 0556-62-1045) 

ライフミュージアム・授業公開          10/16(水)～22(火) 

福祉講演会(公開)                     10/23(水) 

小中高一斉ボランティア活動                11/ 6(水) 

身延山高校 

(TEL 0556-62-3500) 

学校説明会           11/29(金)・12/6(金)・12/26(木) 

学園祭「延山祭」                       10/26(土) 

わかば支援学校 

ふじかわ分校 

(TEL 0556-27-0067) 

第 2回オープンスクール                 9/26(木) 

小中学校交流    鰍沢中部小 11/29(金)・鰍沢中 11/19(火) 

鰍沢奉仕活動の会    小学部 10/17(木)・中学部 11/14(木) 

 

編集後記  

(3)大人には何ができるのか 
①学校・学級という空間を問い直していくこと 

◆競争的価値観を問い直す 1995(平成７)年の阪神淡

路大震災の直後､被災地の学校現場では注目すべき状

況が認められた｡それは､｢異常事態｣が続く中で、不登校

の子どもや非行問題ある子どもが｢ニコニコしながら｣登

校していたが､状況が復旧して｢正常化｣するに従って､彼

らは再び学校を休むようになり、｢正常になったはずの

『普通』の学校が､実は『異常』なのではないか｣と感じら

れるようになったというのである｡異常事態の中で登校し

ていた子どもたちは、｢生きている｣という喜びをお互いに

持ち､災害の異常事態に対してボランティア活動などを

することで｢自分自身の役割｣や｢感謝される喜び｣を実感

し､学力や競争的価値観以外の評価を得てそれぞれの

居場所や価値を認められることができたのである。 

◆「困った子」は「困っている子」である 大人が見て｢困

った子｣というのは、実はどうしてよいか｢困っている子｣な

のであって､本人の手の届かないところの悩みや困難を

抱えていて問題行動に向かっているのではないか｡つま

り､大人はその子が生きている現実をしっかり見つめるこ

とによって､その子の困難な状況に対する解決の手がか

りを得ることができる｡限られた価値観にとらわれた今日

的な学校の危機管理体制は､われわれに対してそういっ

た個々の子どもの現実に気づく機会を奪っている。 

◆地域社会の共同概念の喪失を見直す 学校を取り巻

く地域社会でも多様なつながりのある共同体としての世

界観が失われている｡最近は特に｢尐しでも異なること｣へ

の不寛容さが大人の世界でも強まっている｡保護者のネ

ットワークの広がりが､問題ある子どもを排除することに作

用したり､根拠のない中傷や噂につながったりすることが

しばしば見られる｡子どもたちに対して表面的な判断を下

すことは､学校に限らず家庭や地域にも存在している｡ 

 

②自らの関係を作り変える子どどもも自自身身のの力力をを育育ててるるこことと 

◆関係の再構築と認識・行動の指導  学校において､い

じめ問題を丁寧に読み解いていくことは大切であるが､そ

の過程で事件や人物などの事実(事実経過=text)のみなら

ず､いじめの背後にある生活現実等の諸要因(社会的文脈

=context)をとらえることがより重要である｡そこから学校やク

ラスでの子どもたちの人間関係や願いなどを知ることが､子

どもたちの世界の理解を深めることになる｡これは子どもた

ち自身の価値観の変容を促す契機や､子ども同士が関係

を作り直すこと(出会い直し)にもなっていく｡ 

◆癒しの会による気づき 例えばある学校においてなか

なかおさまらないいじめグループに対して､被害を受けて

いる子どもたちを集めて語り合う、｢癒しの会｣を持ったとい

う実践がある｡なぜいじめがなくならないのかの問いかけに

対し､いじめグループの上にさらに強い力を持った子ども

の存在が浮かび上がり､結局いじめグループの子どもも別

の場面ではいじめられる被害者となっていたことがわかっ

た｡そうすると本当に励ますべきはむしろいじめグループの

子どもたちかもしれない､と癒しの会の子どもたち自身が気

づいたというのである｡これによっていじめグループの解体

といじめの解決の糸口がつかめた｡固定的な加害者－被

害者という関係性をあらためてとらえ直すこと､つまり社会

的文脈を読み解くことが､子どもたち自身の気づきの契機

や問題解決の契機ともなりうる｡ 

③子どもたちの声を聞くこと 

◆子どもは言葉だけで伝えているわけではない 例えば

荒れている子どもが｢オレのこと見るんじゃねぇ｣とくってか

かってきたことに対し､その通りにすると次には｢オレのこと

見捨てるのか｣と受け止められることがある。実は最初のセ

リフは､｢オレを見て欲しい｣という気持ちの逆のあらわれで

あった可能性もある｡このように子どもの態度や言葉には､

実際とは異なるメッセージが込められている場合が尐なく

ない｡子どもはたとえ荒れている中でも､正しい道を求めた

いというメッセージを発している可能性が常にある｡ここに

大人のとるべき関わり方のヒントがある｡子どもたちの否定

的な姿に対して､必ず別の姿が隠れていると信じること､そ

れを子どもとともに探すこと､その子どもが求める｢何か｣や

｢なぜか｣を常に考えること､これらができたとき､私たち大人 

は子どもと新しい関係を築き、問題 

解決の道筋を発見する可能性が出 

てくるのである。   (以下次号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度 人権講演会要旨 

山梨大学教育人間科学部 学校教育講座  准教授 高橋 英児 氏 

 

厳しかった今年の夏も峠を越

え、秋の装いがあちこちに見え始

めています。苦痛にさえ思われた

あの暑さも、いざ終わろうとする

と一抹の寂しさを感じるもので

す。季節と同じように、大人にと

って子どもたちとの関わりも、瞬

く間に過ぎ去って行くものかもし

れません。今日、社会環境の課題

が多々あろうと思いますが、明日

を担う子どもたちのために精一杯

取り組んでいきたいものです。 

に氾濫し､これを匿名の第三者による正義の行為
．．．．．

とする評

価が横行した｡しかし､これは前述の学校におけるグルー

プ内いじめの｢正義｣と同じものである｡｢正義｣の大義をバ

ックに､また相手が抵抗できないことをよいことに追いつめ

るというのは､まさに｢いじめと同じ構造でいじめを問題視

する｣という点で､社会そのものがいじめの構造に絡め取ら

れており､皮肉を通り越して恐ろしいことですらある。 

 

大津いじめ事件では､加害者の情報
．．．．．．

がインターネット上 


